
本研究科は、次のような学生の入学を期待しています。
1. 文系理系の枠組みや狭い個別分野にとらわれず新しい学問に触れ、かつ新

しい知の領域を創造したいと思う人（本学理念：新たな知を創造する人）
2. 現実に自分が生きている複雑な社会を直視し、そこから自分で独自の課題

を発見し、その背景を理解し、課題解決の道を明らかにしたいと思う人（本

学理念：平和を希求する精神を育み、絶えざる自己改革を実践する人）
3. 国、地域、社会等の枠を超え、異文化や他者に寛容な姿勢を持ち、自分の意

見を表明する能力を身に付けたいと思う人（本学理念：豊かな人間性を培
い、地域社会・国際社会との共存を推進する人）

　総合科学研究科は、学際総合研究とそれに基づく教育を展開する、新しいタイプの大学院です。「総合科学」は、従来の研究
分野に代わる新分野だけを指すのではなく、狭い研究分野の壁を突破して文理の枠を超えて異分野と積極的に協同していく科
学の動的な手法をも意味します。
　もちろん、特定領域の専門性を追究することは大切であり、その素晴らしい成果は、人類の発展に寄与してきたことは周知の
事実です。しかし学問の専門深化は、ともすると果てしない細分化に陥って他の研究分野とのつながりを失い、時として独善的
になることもあります。そのため、現代の複雑な問題に対処することができないことも起きてきました。
　この弊害を克服するために設立されたのが本研究科です。本研究科の学生は、重点的に取り組む専門分野を基盤として異分
野へと越境し、異分野と協同する「重点的ジェネラリスト」となることを使命とします。異分野の知に関心を向け、その概要を知る
とともに考え方や方法を理解できることで自らの視野を拡げ、ものごとを総合的に判断できる能力を獲得することに加え、自ら
の方法を柔軟に適用することのできる態度を身に付けてほしいと思います。
　現代の高度に複雑化・多様化した諸問題の解決には、あらゆる文化的・科学的英知を結集した総合的・包括的視野が求めら
れます。そのような難問に挑戦する意欲を持った総合科学を実践する「重点的ジェネラリスト」が育っていくことを私たちは期待
しています。

　本研究科は日本で初めて創設された総合科学部を基礎として、2006（平成18）年4月に設置されました。「総合科学」とは、個々の専門分野を深化させるとと
もに、その融合・協同（コラボレーション）を実践して新しい知を開拓する学問領域です。本研究科ではその知的技法の修得をめざし、約130名（統合生命科学研
究科配属教員含む）の教員が定員50名の博士課程前期学生、定員17名の博士課程後期学生をきめ細かく教育しながら共に研究しています。
　本研究科の教育課程では、多様な専門分野を誇るスタッフを配置し、学生は11の研究領域のいずれかに所属して自己の専門分野での研究を深め、専門的な知
識・技能を高めます。さらに学際性・総合性を育む独自のカリキュラムによって「総合科学」の知的技法を身に付け、自己の専門を広い視野で客観的に俯瞰できる
創造性を培うことも研究科の目的として設定されています。また、学生は21世紀科学プロジェクト群のいずれかのプロジェクトチームに所属し、既存の学問的枠
組みを乗り越えた新領域の創成に取り組み、学際的・総合的な「総合科学」を実践して学位を取得することもできます。

「重点的ジェネラリスト」の養成
自己の専門分野を「重点的」に研究して専門的な知識・技能を高める
と同時に、学際性・総合性・創造性に秀でた「総合科学」の知的技法を
身に付け、その到達点を、学際的・総合的な観点から客観的に評価で
きる「重点的ジェネラリスト」を養成します。

豊かな人間性をそなえた人材の養成
人間のあり方や生き方に関する深い理解と洞察を基盤に、「総合科学」
の知的技法を活用して、広島大学の理念５原則に掲げた「豊かな人間
性を培う教育」を開発・実践し、その経験を、21世紀の「知識基盤社会」
の現場に応用できる豊かな人間性をそなえた人材を養成します。

課題解決型プロジェクト研究の展開
具体的な諸課題を解決するためのプロジェクト研究に取り組み、その
積み重ねの上に新しい総合的なパラダイムの体系を構築することを
めざします。その具体的実践として、総合科学研究プロジェクトを企画
し、学際的・総合的な教育・研究活動を展開します。

専門分野におけるパラダイム転換の推進
各教員・学生は、本研究科の骨格を成すプロジェクト群及び部門にお
ける研究成果を、所属する専門分野の学会へ積極的に還元すること
で、専門の研究分野でのパラダイム転換を推進し、学際的・総合的な
学問研究をリードします。

「平和を希求する精神」を核とした総合科学の構築
広島大学の理念5原則に掲げた「平和を希求する精神」を踏まえ、市
民生活から国際関係に至るあらゆる意味での「平和」の実現を共通の
目標とした「総合科学」の構築をめざします。その具体的実践として、
平和科学研究プロジェクトを推進し、紛争解決と平和維持のための総
合的な教育・研究活動を行います。

学際的・総合的教育成果の研究への還元
本研究科は、教養教育から大学院教育までの一貫した教育課程を担
当するユニークな使命を認識し、「学ぶ主体」としての学生の潜在的な
能力を多角的に開発することで、教育課程の改善のみならず、多様な
専門研究分野の発展に積極的に寄与します。

この領域は生命科学と脳科学の 2つの分野からなります。生命科学分野では、動物の
細胞、組織、個体を用いて、物質代謝・細胞機能にかかわる分子間相互作用、シグナル
伝達、オルガネラ動態、遺伝子制御およびそれらの環境因子との関係を解析します。脳
科学分野では、動物の本能行動や記憶・学習に関与する脳内の神経回路網を探索し、
神経連絡にかかわっている分子の同定とその作用機構や、脳の成長や学習に伴う神
経回路網とその機能の変化を追究しています。これらの研究教育をとおして、生命科
学における研究能力や応用能力を高めます。

哲学、倫理学、美学・芸術学、美術史学、メディア論、宗教学などの専任教員が、人間存
在にまつわるこれら根源的な問いを真摯に受けとめ、独創的かつ学際的な方法で研究
を進めています。現在、医療・情報技術、自然環境、政治経済、芸術・文化行政などの現
場では、さまざまな「軋み」と「歪み」が露呈しつつあります。人間社会のこうした困難な
問題群を踏まえ、人間存在のあるべき姿－理性と感性の調和－を模索し、それを呈示
することが、この領域のめざすところです。この領域は、知的創造人として社会を革新
し、未来を積極的にデザインしていく、魅力にみちた「知の営み」を推進します。

タンパク質の電気泳動

人間は、最も崇高で根源的な能力ともいうべき言語能力をもっています。この領域で
は、音声学音韻論セミナー・認知意味論・対照言語学・比較語用論・現代英語の文法と
語法・言語構造論・コンピュータ言語学・応用言語学インターフェイスの8つの授業科
目を開設しています。日本語・中国語・英語・ドイツ語・フランス語などを対象として、人
の言語能力や言語現象・言語活動について、歴史的、共時的、対照分析、語彙の意味
や成り立ち、音声と意味の情報伝達のインターフェイス分析などの観点から、言語の
問題を多角的・総合的に分析できる知識と力を養います。

2


